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§１ 平成 18 年度事務事業評価について



 

はじめに 

平成 18 年度は、第３次鎌倉市総合計画第２期基本計画の初年度にあたります。本計画に

おける「行財政運営」では、「成果志向の行政経営への転換」「行政の効率化と財政の健全性

の確保」「政策立案機能の強化」等の６点を基本方針としています。また４月に実施した機

構改革において行政評価の所管を総務部から経営企画部に移管したことに伴い、行政評価を

より経営感覚を意識した行財政運営を実現するためのツールとして活用していきます。 

こうした背景から今年度の事務事業評価は、これまでの実績を踏まえつつ、評価実施時期

の早期化、評価シートの簡素化、ＰＤＣＡサイクルによる事務事業の進行管理などの工夫を

施しました。 

これらの工夫により以下の効果を期待しています。 

① 事務事業の執行にあたって、担当職員が現状の把握により執行計画を立案し、より

効率的・効果的に事務事業を実施し、実施における問題点の抽出およびそれに対す

る対応を明確にするというサイクルを常に意識することができる。 

② 評価の実施時期を早めることにより、決算と予算編成の資料への活用が可能となり、

過去に対する評価のみではなく、将来の展望を指向する有効な資料となる。 

これまで本市が実施してきた事務事業評価をはじめとする行政評価の取組の結果、評価制

度に対する職員の理解度は高まりつつありますが、評価結果の活用については、十分な状況

とは言えません。 

そこで、本年度から行政評価アドバイザー等による外部講師の講義に加え、経営企画担当

によるワークショップ形式の研修を導入するなど、評価結果の活用方法の定着や、職員の意

識作りに力点を置いた取組を開始します。 

本市の事務事業評価はすべての事務事業を対象としております。個々の職員が担当する事

務事業に対して、その妥当性、有効性、効率性について客観的に評価を行うことにより、市

の事務事業全体を適正に管理していくことができます。今後さらに事務事業評価を含む行政

評価制度を発展させ、市民サービスの向上に寄与できるよう努力していきます。 
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1.本市の行政評価の取組 

本市では、平成 14 年の事務事業評価の試行、平成 15 年度の本格導入以来、継続して行

政評価に取り組んでいます。本報告書は、平成 18 年度事務事業評価の結果報告書です。本

年度の事務事業評価は、平成 17 年度に実施した全事務事業を評価対象としています。 

平成 18 年度の機構改革に伴い、行政評価事務は経営企画部経営企画課の所管になりまし

た。今後、事務事業評価をはじめとする行政評価の活用方法を検討し、評価結果を行政経営

のツールとして活用していきます。 

 

 

  ※第 3 次鎌倉市総合計画第２期基本計画の分野単位での評価を試行実施する予定です。 

 

行政評価は、一般に政策評価、施策評価、事務事業評価に分類されていますが、本市では

既に導入済みの事務事業評価と併せて施策以上の行政評価の導入を検討しています。平成

17 年度には、第３次鎌倉市総合計画第１期基本計画の施策の方向を評価単位とする施策評

価を試行実施しました。また、平成 18 年度は、第 2 期基本計画における施策の方針を包

括した分野単位での評価を試行する予定です。 

また、行政評価は、業務を実際に行っている実施主体が自ら評価する内部評価と、第三者

による評価である外部評価とに分類されますが、本市では事務事業評価（内部評価）のほか、

行政評価アドバイザーによる事務事業外部評価を実施しています。 

 

２.事務事業評価実施の目的 

事務事業評価の目的は、客観的な基準や成果指標から妥当性や有効性、効率性等を評価し

て事務改善することにより市民サービスの向上を図り、また同時に市民への説明責任を果た

すこと等があげられます。本市の事務事業評価は、主に次のような目的で実施しています。 

 
 
  

 

 

事務事業評

価の実施 
事務事業評

価の実施 

施 策評価 の

試行※ 

内部評価 外部評価 

総合計画 

将来目標 

総合計画 

の分野 

各課の 

事務事業 

内部評価 外部評価

施 策 評 価 の

実施 

内部評価 外部評価 内部評価 

政策評価の検討

外部評価

平成 18 年度 平成 19 年度
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① 数値指標等を用いた事務事業の目標管理 

目標の設定と、それに対する達成度（成果）の測定により、事務事業の目標管理を行

います。 

② 数値による業績測定 

業績の数値測定により評価の客観性を担保するとともに、市民にわかりやすい評価を

実施します。 

③ PDCA サイクルによるマネジメントによる事務改善 

評価結果と予算編成や総合計画の進行管理との体系付けを図り、また次年度以降の事

務事業の改善に活用するために、PDCA サイクル＊によるマネジメントを意識した事

務事業執行を促します。 

＊PDCA サイクル：Plan(計画)→Do(実施)→Check(評価)→Action(改善)を継続するマネジメントサイクル 

④ 市民との情報共有化 

事務事業評価の結果は冊子のほかホームページでも公開し、市民と情報の共有化を図

る一方、広く積極的に意見を求めます。 

 

3.評価対象 

 平成 18 年度事務事業評価は、評価結果を決算と予算編成の資料として活用するために評

価体系を予算体系の中事業単位と基本的に統一しました。そのため、評価対象事業が前年度

の 293 事務事業から 336 事務事業に増加しています。 

部別評価対象事務事業数※ 

部名（平成 17 年度） 事務事業数 部名（平成 17 年度） 事務事業数 

企画部 16 都市計画部 8 

生涯学習推進担当 9 都市整備部 55 

世界遺産登録推進担当 2 大船駅周辺整備事務所 3 

危機管理担当 1 会計課 1 

総務部 28 教育総務部 29 

行革推進担当 2 生涯学習部 21 

こども局推進担当 5 消防本部 13 

市民経済部(農業委員会

含む) 
39 議会事務局 1 

安全･安心まちづくり

推進担当 
1 選挙管理委員会事務局 2 

保健福祉部 72 監査委員事務局 1 

資源再生部 26   

広町･台峯緑地担当 1 合計 336 

※一次評価数 
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4.評価方法 

平成 18 年度の事務事業評価は、平成 17 年度実施事務事業を評価対象とし、担当課長に

よる一次評価と担当部局長による二次評価を経て評価シートを担当課から経営企画課に提

出しました。経営企画課は、担当課が提出した評価シートの取りまとめを行い、各課の評価

結果を集計して評価結果報告書を作成しました。平成 18 年度の事務事業評価の流れは、概

ね以下のとおりです。 

 

 

平成１８年度の事務事業評価シートには、決算値、人件費、総事業費、市民一人当たりの

経費等の数値データと、各課が設定した目標値や実績値が記載されています。また本年度の

評価シートの特徴として、事務事業を実施するにあたっての課題の認識、それに対する対応

とその結果、結果に対する考証および今後の方針を明記する構成としており、事務事業ごと

に PDCA サイクルを確立する事務改善を促し、目標管理ができるように作られています。 

 本市の事務事業評価は、全事務事業について担当課長が一次評価し、部局長が二次評価し

ます。一次評価、二次評価の評価スコアは、今後の事務事業の方向性により A から E まで

の 5 段階に評価されます。この評価は事務事業の方向性を表すものであり、事務事業の優

劣を示すものではありません。評価スコアは、それぞれ以下のように定義されています。 

 

事務事業の今後の方向性 方向性の説明 

A：充実・拡大していく 18 年度以降に充実・拡大を図っていく事業 

B：現状のまま継続 18 年度以降もこのまま継続していく事業 

C：効率化又は改善が必要 18 年度以降に効率化または改善が必要な事業 

D：統合又は縮小 17 年度に事業の統合又は縮小を実施済みである

か、18 年度以降に実施していく事業 

E：休止又は廃止 17 年度に休止済みまたは廃止済みの事業 

 

事務事業評価 

実施説明会 

（担当課） 

事務事業評価シ

ートの作成 

 

（経営企画課） 

評価シートの取

りまとめ 

評価結果

の公表 

担当課長

による 

一次評価 

 

担当部局

長による 

二次評価 
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５.平成１８年度事務事業評価実施スケジュール 

 ・18 年 1 月～3 月 評価対象事務事業の体系の整理（事務事業体系表の作成） 

 ・18 年 3 月    事務事業評価実施説明会の開催 

 ・18 年 3 月～６月 担当課ごとに事務事業評価シートの作成、一次評価・二次評価の

実施 

 ・18 年７月    事務事業外部評価ヒアリングの実施（行政評価アドバイザー） 

 ・18 年７月～８月 評価シートの調整・集計 

事務事業評価報告書・事務事業外部評価報告書の作成 

 ・18 年９月    事務事業評価結果、事務事業外部評価結果の公表 

 

６.評価結果の活用 

事務事業評価結果は、担当課において担当業務の執行における事務改善や目標管理のツー

ルとして活用するとともに、決算審査資料として、また部別枠配当方式の予算要求時の資料

として活用できるようになっています。また、今後は各事務事業の総合計画上の体系を意識

しながら、施策を推進するための事務事業の方向性を確認するためにも活用されます。 

こうした取組を推進することにより、行財政運営に経営感覚を取り入れていきます。 
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§２ 評価結果と考察 



1. 評価結果
(1) 全体の評価結果一覧

　Ｄ：統合又は縮小

　Ｅ：休止又は廃止

合計

※注　部長のいない課の事務事業については、二次評価を行わなかったため、一次評価と二次評価とで
合計が異なります。

4

事務事業の今後の方向性

　Ａ：充実・拡大していく

　Ｂ：現状のまま継続

　Ｃ：効率化又は改善が必要

334336

142

60

4

7

20.1%

2.1%

141

115

一次評価

42.3%

二次評価

67

7

34.4%

42.2%

36.6%

17.9%

2.1%

1.2%

123

1.2%

4件
4件

7件
7件

67件

60件
141件

142件

115件
123件

0件 50件 100件 150件

Ｅ:休止又は廃止

Ｄ:統合又は縮小

Ｃ:効率化又は改善が必要

Ｂ:現状のまま継続

Ａ:充実･拡大していく

平成18年度事務事業評価結果

一次評価

二次評価

評価結果の割合

36.6%

42.3%

17.9%
2.1%

1.2%
34.4%

42.2%

20.1%

2.1% 1.2%

Ａ:充実･拡大していく Ｂ:現状のまま継続

Ｃ:効率化又は改善が必要 Ｄ:統合又は縮小

Ｅ:休止又は廃止

二次評価

一次評
価
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(2) 部別評価結果一覧
※（　）内数字は、二次評価数を示す。

1

こども局推進担当

1

危機管理担当

安全安心まちづくり推進担当

総務部 28

5 5

世界遺産登録推進担当

2行革推進担当 2

778

1 1

1

二次
評価

一次
評価

2

4 3

統合又は縮小
　　Ｄ

一次
評価

二次
評価

3

4

現状のまま
継続
Ｂ

二次
評価

効率化又は
改善が必要

Ｃ

一次
評価

2 2

1

二次
評価

(38)

22 22

2

17 16

4

11 412

8 12 12

5

2

1

8 1 1

4

39 38 37

810 10

広町・台峯緑地担当 1 11

市民経済部（農委含む）

保健福祉部

資源再生部

41618

72

26

39

8

1

1

14 14

2 1

21

13

8

55

3

29

1

336

(334)

2

1

(0)

消防本部

議会事務局

選挙管理委員会事務局

都市計画部

都市整備部

大船駅周辺整備事務所

教育総務部

生涯学習部

6

監査委員事務局

会計課

2 2

22 17

1

1

3

5

1

5

22 22 11

12 12

0 0 2

16

2

企画部

事務
事業
数
※

16

6

生涯学習推進担当

1

2

9

1

3 3

7 7 9 9

3 3

4 5 7 7

1 1

2 2

55

1 1

7 7142 141 60 67合　　　計

1

115

部等名(１７年度)

二次
評価

一次
評価

一次
評価

充実・拡大
していく

Ａ

休止又は廃
止

　　Ｅ

今後の方向性

4 4123
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※　部別評価結果の一次評価・二次評価別件数（事務事業の少ない部を除く）

　Ａ：充実・拡大していく  Ｂ：現状のまま継続  Ｃ：効率化又は改善が必要  Ｄ：統合又は縮小   Ｅ：休止又は廃止
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12 11

4
4

1

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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20%

40%

60%

80%
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

総務部

8 8
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1 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

一次評価 二次評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

市民経済部（農業含む）

18 17

16 16
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1 1
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20%

40%

60%

80%

100%

一次評価 二次評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

資源再生部

3 3
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一次評価 二次評価
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(3) 第3次総合計画第1期基本計画別評価結果一覧
※（　）内数字は、二次評価数を示す。

市民自治の確立

市民参画

コミュニティー

環境自治体の創造

2

1

6

3

平和を希求し、人権を尊
重します

健康で生きがいにみちた
福祉のまちをめざします

みどりの保全・創造・活
用を図ります

省資源・循環型社会をめ
ざします

男女共同社会の実現をめ
ざします

世界に開かれたまちをめ
ざします

歴史環境を保全します

7 2 2 3

環境にやさしい消費生活
を進めます 1

行財政運営

快適な住環境をつくりだ
します

下水道の整備とともに、
親しまれる河川づくりを
進めます
ニューメディアの活用に
よる地域の発展をめざし
ます産業の振興により活力あ
るまちをめざします

快適で魅力ある観光をめ
ざします

勤労者の福祉を充実しま
す

青少年が健やかに成長で
きる環境づくりを進めま
す気軽にスポーツを楽しめ
るまちにします

災害に強い、安心して暮
らせるまちをめざします

地域ぐるみで防犯対策を
進めます

市街地の整備を進めます

総合的な交通体系をつく
りだします

安全な道路の整備を進め
ます

1
33

(32)
10 10 13 12

4

19 9

2 2 1

1 1 1

3 2 2

1 1

1 18

3 1 1

12
(11)

3 2 8

2

3 5

2

921 7 7 11

58 3 3 5

4 2 210 7 4 1

3

11

3 3

2

4

1

7

豊かな心をもった人間を
育てます

新たな文化を創造･発信
します

鎌倉らしい都市景観をつ
くりだします

30 15 15 12 3 312

38

1

12 1 1 1

1

1 1

1

1 1 1

7 5 2

4

2

将来目標等

第３次総合計画第１期基本計画の体系
事務
事業
数
※

今後の方向性

充実・拡大
していく

Ａ

現状のまま
継続
Ｂ

効率化又は
改善が必要

Ｃ

統合又は縮小
　　Ｄ

3

336
(334

)
123

基本的方向等

4

5

5

5

合　　計 7 4115 142 141 7 4

人間性豊かな地域
づくり

市民自治の確立

環境自治体の創造

人権を尊重し、人
との出会いを大切
にするまち

3 2 2 1

1 1 1

3

3 3 1

3 3

歴史を継承し、文
化を創造するまち

2

7 3 3

8 2 2

都市環境を保全・
創造するまち

13 6 4

4 2 2

27 3 3

2 2

8 8 511

2

1

1

1 1

1

7 8

2

39

5 4 4

健やかで心豊かに
暮らせるまち

76 26 26

3

6 1
豊かな生涯学習社会の創
造をめざします

3

1 3

20 5 4

1 1 1

2

31

60 67

1

3 3

休止又は廃
止

　　Ｅ

一次
評価

二次
評価

一次
評価

二次
評価

二次
評価

二次
評価

一次
評価

一次
評価

二次
評価

一次
評価

3

88 8

1 3

5

行財政運営

活力ある暮らしや
すいまち 4 2 2 1

安全で快適な生活
が送れるまち

14

2 16 2
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　※第３次総合計画第１期基本計画別一次評価・二次評価件数

市民自治の確立
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3
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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人権を尊重し、人との出会いを大
切にするまち

3 3

3 3

1 1
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一次評価 二次評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ａ：充実拡大していく
Ｂ：現状のまま継続
Ｃ：効率化または改善が必要
Ｄ：統合又は縮小
Ｅ：休止又は廃止

歴史を継承し、文化を創造するま
ち

5 5

6 6

4 4
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一次評価 二次評価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

都市環境を保全・創造するまち

11 9

16 16

12 14
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

健やかで心豊かに暮らせるまち

47 47

56 55
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(4) 18年度部別評価結果（二次評価）と17年度評価結果との比較

注：グラフ中の年度は、事務事業の実施年度を示しています。

すなわち17年度とは、18年度事務事業評価の対象となった

事務事業を示します。

11
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企画部
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Ａ
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Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ
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Ｅ
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Ａ

17
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15
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17年度 16年度

市民経済部

Ｅ

Ｄ
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Ａ
22
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8
1

3
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22
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1
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100%
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保健福祉部

Ｅ

Ｄ
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Ｂ

Ａ

17
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18
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都市整備部

Ｅ
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Ｃ

Ｂ

Ａ2

6
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7
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17年度 16年度

都市計画部

Ｅ

Ｄ
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Ｂ

Ａ
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大船駅周辺整備事務所

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

14

12

3

9

8

1
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教育総務部
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Ｂ

Ａ
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生涯学習部
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Ａ

Ａ：充実拡大していく
Ｂ：現状のまま継続
Ｃ：効率化または改善が必要
Ｄ：統合又は縮小
Ｅ：休止又は廃止
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(5) 18年度 第３次総合計画第１期基本計画別評価結果（二次評価）と17年度評価結果との比較

注：グラフ中の年度は、事務事業の実施年度を示しています。

すなわち17年度とは、18年度事務事業評価の対象となった

事務事業を示します。
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Ｂ
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歴史を継承し､文化を創造するま
ち

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ 9

16

14

5

8

14

12

2

2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

17年度 16年度

都市環境を保全･創造するまち

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

47

55

14
1

3

37

37

10
1

1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

17年度 16年度

健やかで心豊かに暮らせるまち

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ
22

29

19

17

32

20

0%

20%

40%

60%

80%

100%

17年度 16年度

安全で快適な生活が送れるまち

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ
9

15

4
1

6

15

2
1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

17年度 16年度

活力ある暮らしやすいまち

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

10

12

9
1

13

17

4
1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

17年度 16年度

行財政運営

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ：充実拡大していく
Ｂ：現状のまま継続
Ｃ：効率化または改善が必要
Ｄ：統合又は縮小
Ｅ：休止又は廃止
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2. 評価結果の考察

(1) 評価方法について

(2) 昨年度評価結果との比較

*1 二次評価

*2 前年度比＝18年度%/17年度%

(3) 昨年度Ｃ評価事務事業の本年度における評価結果

　本事務事業評価においては、各事業の評価についてＡ～Ｅの５段階評価としていますが、こ

れは、評価結果の優劣を示すものではありません。例えば、Ａ評価が最高評価でＥ評価が最低

評価ということを意味しません。ここでの評価とは、各事業の方向性を示す指針として用いて

います。

　18年度事務事業評価結果と17年度に実施した評価結果とを比べると、大きな傾向の変化は

見られませんでしたが、Cの効率化又は改善が必要とされた事務事業の伸びが比較的大きい傾

向になりました。

　17年度事務事業評価（16年度実施事務事業;二次評価）において効率化又は改善が必要

（Ｃ評価）とされた52事業について、18年度事務事業評価（17年度実施事務事業;二次評

価）がどのように変化したかを追跡調査しました。

0.86

100%

4

334

4

　18年度事務事業評価は、17年度事務事業評価においてＣ評価だった52事業のうち約15％

にあたる8事業がＡ評価（充実・拡大していく）となりました。また約10％にあたる5事業が

Ｂ評価（現状のまま継続）となりました。一方、引き続きＣ評価（効率化または改善が必要）

とされた事業が39事業(75%)でした。

　Ｅ：休止又は廃止

合計 291100%

1.2%

52 17.9%

141

34.4%

42.2%

20.0%

事務事業の今後の方向性

　Ａ：充実・拡大していく

　Ｄ：統合又は縮小 7

18年度評価結果 *1

　Ｂ：現状のまま継続

　Ｃ：効率化又は改善が必要

115

67

17年度評価結果

100

131

34.4%

45.0%

前年度比 *2

1.00

0.94

1.12

1.501.4%

1.4%

42.1%

　昨年度改善が必要とされた事業が引き続きC評価である背景は、充実拡大していくまたは継

続するべき事務事業であってもなんらかの改善が必要であると判断される場合が多いことが考

えられます。こうした傾向を踏まえて、平成１９年度評価から評価スコアの見直しも含め、事

務事業の方向性を示す評価スコアと改善性を図る指標の設定も検討していきます。

１７年度Ｃ評価事務事業の18年度評価結果

15.4%

9.6%

75.0%

0.0% 0.0%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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(4)

3.  評価結果に対する対応

　 (1) 公表と意見聴取

(2) 事務事業の改善等

(3) 目標管理に向けたマネジメントサイクルの確立

4.　今後の取り組み

   事務事業評価に継続して取組み、見直しを図ることで、目標管理によるマネジメントサイク

ルの確立をめざし、予算や総合計画へ反映する仕組みの構築を進めます。

一次評価と二次評価との比較

　18年度事務事業評価において一次評価の結果と二次評価の結果とが相違する事業は11事業

ありました。これは、二次評価を実施した総事業数334事業に対して3.3％にあたります。こ

のように担当課長と部局長による一次評価と二次評価を実施することにより、部の方針を明確

化し、施策推進の観点から事務事業を見直すことができるようになります。

　評価結果については、ホームページや冊子の配布を通して公表し、説明責任を果たすととも

に、市民の方々から意見を聴取します。

(1) 事務事業評価の効率化と活用の促進

・ＰＤＣＡサイクルを確立することにより経営感覚を定着させます。

・実施計画の進行管理における資料として活用します。

・総合計画上の位置づけを明確にするとともに、アウトプット（活動）だけではなく、アウト

   カム（成果）を意識した評価が可能となるように工夫します。

・より政策・施策を意識した評価となるように工夫します。

・適切な指標の選定と数値目標の設定を促進します。

(2) 成果を重視した事務事業評価の実施

・職員の意識が行政評価を受けるという考え方から自らが行政評価を行い、その結果を自らの

   業務に反映するという考え方になるように、意識改革を推進します。

・職員の理解をさらに深めるために、より具体的・実践的なテーマを選択した研修を実施しま

  す。

(3) 職員意識の高揚

・本市のすべての事務事業について事務事業評価を継続します。

・担当課による評価の効率化・簡素化のため、評価シートの見直しを行います。

・決算及び予算編成の資料として活用を推進します。

　各担当課ごとに事務事業評価シートの「今後の方向性」に沿った事業の展開を図っていくこ

とになりますが、外部評価も合わせて「効率化や改善が必要」とされた事務事業においては、

事務事業の見直し等必要な対応を図っていきます。
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§３ 平成 18年度事務事業評価結果一覧表 

 

 



平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

企画部 56.5 701,072千円 1,215,984千円

企画課 行財政運営 行財政運営 1 企画-01
企画総合計画事
業

5.7 8,080千円 63,283千円 Ａ Ａ

都市政策課
快適な住環境をつく
りだします

2 企画-02 都市政策事業 4.5 810千円 42,170千円 Ａ Ａ

市街地の整備を進め
ます

3 企画-03 拠点整備事業 3.5 81,719千円 112,049千円 Ａ Ａ

秘書課 行財政運営 行財政運営 4 企画-04 秘書・式典事務 5.0 10,813千円 55,530千円 Ｂ Ｂ

市政情報相
談課

5 企画-05 相談事業 4.0 10,773千円 48,365千円 Ａ Ａ

6 企画-06 情報公開事業 2.0 1,581千円 20,377千円 Ａ Ａ

7 企画-07
個人情報保護事
業

1.0 567千円 9,965千円 Ａ Ａ

　
安全で快適
な生活が送
れるまち

快適な住環境をつく
りだします

8 企画-08
建築等紛争調整
事業

1.0 2,084千円 11,482千円 Ａ Ａ

広聴広報課 9 企画-09 広聴事業 2.5 490千円 23,328千円 Ａ Ｃ

　 10 企画-10 広報事業 5.5 69,184千円 119,427千円 Ａ Ａ

情報推進課
11 企画-11

情報推進運営事
務

0.1 7,571千円 8,497千円 Ｂ Ｂ

12 企画-12 情報化推進事業 4.8 117,609千円 162,042千円 Ｂ Ｂ

13 企画-13 情報処理事業 4.0 297,290千円 334,317千円 Ａ Ａ

環境政策課
環境自治体
の創造

環境自治体の創造 14 企画-14
環境基本計画推
進事業

3.5 3,103千円 33,972千円 Ａ Ａ

　
都市環境を
保全・創造
するまち

省資源・循環型社会
をめざします

15 企画-15 環境保全事業 4.5 15,565千円 55,254千円 Ｂ Ｂ

総合防災課
安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

16 企画-16 総合防災事業 4.9 73,833千円 115,926千円 Ａ Ａ

11.2 601,332千円 701,878千円

文化推進課 17 生推-01
文化行政推進事
業

1.7 6,989千円 22,309千円 Ｃ Ｃ

　 18 生推-02
旧川喜多邸管理
事業

1.5 23,566千円 37,084千円 Ｂ Ｂ

　 19 生推-03
旧華頂宮邸管理
運営事業

1.4 15,311千円 27,928千円 Ｃ Ｃ

　
平和を希求し、人権
を尊重します

20 生推-04 平和推進事業 0.7 1,196千円 7,505千円 Ｂ Ｂ

　 21 生推-05
国際交流推進事
業

0.5 342千円 4,848千円 Ｂ Ｂ

　 22 生推-06 都市提携事業 1.2 1,009千円 11,824千円 Ｃ Ｃ

芸術文化振
興財団担当

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

新たな文化を創造・
発信します

23 生推-07
鎌倉芸術館管理
運営事業

2.2 504,946千円 524,944千円 Ａ Ａ

24 生推-08
文化・教養施設
整備計画事業

1.0 16,033千円 24,765千円 Ａ Ａ

25 生推-09
文化・教養施設
管理事業

1.0 31,940千円 40,671千円 Ｂ Ｂ

6.2 52,428千円 110,235千円

世界遺産登
録推進担当

26 世界-01
世界遺産条約登
録事業

2.0 1,921千円 20,569千円 Ａ Ａ

27 世界-02
保存管理計画策
定事業

4.2 50,507千円 89,666千円 Ａ Ａ

0.9 0千円 7,732千円

危機管理担
当

安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

28 危機-01 危機管理事務 0.9 0千円 7,732千円 Ａ Ａ

総合計画将来目標・方向

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

歴史環境を保全しま
す

活力ある暮
らしやすい
まち

ニューメディアの活
用による地域の発展
をめざします

安全で快適
な生活が送
れるまち

市民自治の
確立

市民参画

市民自治の
確立

市民参画

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

新たな文化を創造・
発信します

文化・教養
施設整備計
画担当

生涯学習推進担当

人権を尊重
し、人との
出会いを大
切にするま
ち

世界に開かれたまち
をめざします

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

新たな文化を創造・
発信します
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

総務部 140.7 1,142,409千円 2,391,102千円

総務課 29 総務-01 文書管理事務 4.0 126,349千円 162,911千円 Ｃ Ｃ

　 30 総務-02 公平委員会事務 0.4 705千円 4,361千円 Ｂ Ｂ

　 31 総務-03 議会窓口事務 1.0 0千円 9,140千円 Ｂ Ｂ

　 32 総務-04 統計調査事業 0.4 238千円 3,894千円 Ｃ Ｃ

33 総務-05
各種統計調査事
業

1.7 682千円 16,221千円 Ｂ Ｂ

34 総務-06 国勢調査事業 2.2 75,724千円 95,833千円 Ｂ Ｂ

35 総務-07 市境界整備事業 0.7 840千円 7,238千円 Ｂ Ｂ

　
安全で快適
な生活が送
れるまち

快適な住環境をつく
りだします

36 総務-08
住居表示整備事
業

1.6 3,010千円 17,635千円 Ｂ Ｂ

財政課 行財政運営 行財政運営 37 総務-09 財政事務 5.7 2,217千円 57,049千円 Ａ Ａ

職員課 38 総務-10 人事管理事務 3.2 19,023千円 48,830千円 Ａ Ａ

39 総務-11 給与管理事務 3.3 16,594千円 47,332千円 Ｃ Ｃ

　 40 総務-12 職員厚生事務 4.2 107,049千円 128,472千円 Ａ Ａ

41 総務-13 職員研修事務 1.1 5,158千円 15,404千円 Ａ Ａ

行政課 42 総務-14 法制事務 2.8 9,545千円 34,279千円 Ａ Ａ

43 総務-15 市史編纂事務 0.4 10千円 3,543千円 Ｃ Ｃ

管財課 44 総務-16 財産管理事務 5.8 129,929千円 181,932千円 Ｂ Ｂ

　 45 総務-17
庁舎管理事務
（庁舎）

6.1 528,149千円 582,842千円 Ｂ Ｂ

　 46 総務-18 車両管理事務 11.3 19,972千円 121,289千円 Ｂ Ｂ

契約検査課 47 総務-19 契約事務 3.5 17,213千円 48,699千円 Ａ Ａ

　 48 総務-20 検査事務 4.0 86千円 36,070千円 Ｄ Ｄ

　 49 総務-21
庁舎管理事務
（物品等）

4.5 10,628千円 51,110千円 Ａ Ａ

納税課 50 総務-22 徴収事務 13.5 10,401千円 128,541千円 Ａ Ａ

　 51 総務-23 税務一般事務 10.5 1,092千円 92,979千円 Ｃ Ｃ

市民税課 52 総務-24
軽自動車税賦課
事務

1.9 863千円 18,897千円 Ｃ Ｃ

　 53 総務-25 市民税賦課事務 18.0 18,998千円 189,848千円 Ｃ Ｃ

54 総務-26
市たばこ税賦課
事務

0.1 0千円 949千円 Ｂ Ｂ

資産税課 行財政運営 行財政運営 55 総務-28
固定資産税等賦
課事務

28.0 37,934千円 285,804千円 Ｂ Ｂ

0.4 793,900千円 797,486千円

管財課 行財政運営 行財政運営 56 総務-29
公共用地先行取
得事業

0.4 793,900千円 797,486千円 Ｂ Ｂ

7.2 936千円 69,601千円

行政課 57 行革-01 事務管理事務 4.8 612千円 46,389千円 Ｃ Ｃ

58 行革-02
行財政改革推進
事業

2.4 324千円 23,212千円 Ｃ Ｃ

行財政運営 行財政運営

行財政運営 行財政運営

行財政運営 行財政運営

行財政運営 行財政運営

行財政運営 行財政運営

行財政運営 行財政運営

行革推進担当

行財政運営

公共用地先行取得事業特別会計

行財政運営 行財政運営

行財政運営
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

5.2 178,120千円 225,433千円

こども局推
進担当

59
こども-

01
育児支援事業 1.0 15,596千円 24,695千円 Ａ Ａ

60
こども-

02
育児家庭支援事
業

0.5 8,899千円 13,448千円 Ａ Ａ

豊かな心をもった人
間を育てます

61
こども-

03
就園支援事業 0.5 143,705千円 148,254千円 Ａ Ａ

62
こども-

04
子育て支援事業 0.5 9,613千円 14,162千円 Ａ Ａ

63
こども-

05
次世代育成支援
対策推進事業

2.7 307千円 24,874千円 Ａ Ａ

市民経済部 90.0 1,323,792千円 2,137,022千円

市民活動課
人間性豊か
な地域づく
り

コミュニティー 64 市民-01
市民活動運営事
業

2.0 13千円 17,525千円 Ｂ Ｂ

　 65 市民-02
消費者生活運営
事業

0.6 122千円 5,376千円 Ｂ Ｂ

　 66 市民-03 消費者啓発事業 1.6 1,362千円 15,372千円 Ａ Ａ

67 市民-04
消費者生活相談
事業

1.2 4,182千円 14,689千円 Ａ Ａ

　 68 市民-05
生活関連物資対
策事業

0.7 5,034千円 11,163千円 Ｅ Ｅ

69 市民-06 労政運営事業 0.7 12千円 6,141千円 Ｂ Ｂ

　 70 市民-07
労働環境対策事
業

0.5 1,160千円 5,538千円 Ｂ Ｂ

　 71 市民-08 技能振興事業 0.5 683千円 5,061千円 Ｂ Ｂ

　 72 市民-09
勤労者福祉厚生
事業

0.6 297,759千円 303,013千円 Ｃ Ｃ

73 市民-10
勤労福祉会館管
理運営事業

1.3 72,800千円 84,183千円 Ｃ Ｃ

74 市民-11
自治会・町内会
等支援事業

1.1 17,470千円 27,102千円 Ｂ Ｂ

75 市民-12
市民活動支援事
業

1.0 8,174千円 16,930千円 Ａ Ａ

76 市民-13
勤労者福祉サー
ビスセンター事
業

0.3 29,348千円 31,975千円 Ａ Ａ

77 市民-14
勤労者福祉支援
事業

0.2 6,150千円 7,901千円 Ａ Ａ

78 市民-15
男女共同参画プ
ラン推進事業

2.4 3,381千円 25,157千円 Ａ Ａ

79 市民-16
女性センター運
営事業

0.1 1,065千円 1,972千円 Ｂ Ｂ

　 80 市民-17 人権啓発事業 1.4 2,001千円 14,703千円 Ａ Ａ

　 81 市民-18
人権施策推進事
業

1.0 1,595千円 10,668千円 Ａ Ａ

観光課 82 市民-19 観光運営事業 1.35 9,296千円 21,884千円 Ｂ Ｂ

　 83 市民-20 観光振興事業 1.5 71,939千円 85,926千円 Ａ Ａ

　 84 市民-21
観光施設整備事
業

0.85 63,887千円 71,813千円 Ａ Ａ

　 85 市民-22
海水浴場運営事
業

1.2 55,784千円 66,962千円 Ｃ Ｃ

産業振興課 86 市民-23 商工運営事業 0.1 607千円 1,483千円 Ｂ Ｂ

　 87 市民-24
中小企業支援事
業

0.9 305,924千円 313,808千円 Ｂ Ｂ

　 88 市民-25
商工業振興運営
事業

0.7 14,045千円 20,177千円 Ｂ Ｂ

　 89 市民-26 商店街振興事業 2.9 16,984千円 42,388千円 Ａ Ａ

90 市民-27 商業振興事業 0.1 7,499千円 8,375千円 Ｂ Ｂ

　 91 市民-28
公衆浴場助成事
業

0.1 240千円 1,116千円 Ｃ Ｃ

こども局推進担当

活力ある暮
らしやすい
まち

産業の振興により活
力あるまちをめざし
ます

人権を尊重
し、人との
出会いを大
切にするま
ち

男女共同社会の実現
をめざします

平和を希求し、人権
を尊重します

活力ある暮
らしやすい
まち

快適で魅力ある観光
をめざします

環境にやさしい消費
生活を進めます

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

人権・男女
共同参画課

活力ある暮
らしやすい
まち

勤労者の福祉を充実
します

活力ある暮
らしやすい
まち

勤労者の福祉を充実
します

人間性豊か
な地域づく
り

コミュニティー
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

産業振興課 92 市民-29
伝統鎌倉彫振興
事業

0.2 1,754千円 3,506千円 Ｂ Ｂ

　 93 市民-30
農林業振興運営
事業

1.6 16,894千円 30,910千円 Ｂ Ｂ

94 市民-31 市民農園事業 0.3 2,366千円 4,994千円 Ｂ Ｂ

95 市民-32
水産業振興運営
事業

1.5 3,002千円 16,142千円 Ｂ Ｂ

96 市民-33
漁港施設管理運
営事業

1.5 47,581千円 60,721千円 Ａ Ａ

農業委員会
事務局

活力ある暮
らしやすい
まち

産業の振興により活
力あるまちをめざし
ます

97 市民-34 農業委員会事務 2.5 6,897千円 28,418千円 Ａ －

市民課 行財政運営 行財政運営 98 市民-35
戸籍・住基一般
事務

28.0 47,290千円 294,211千円 Ａ Ａ

腰越支所
人間性豊か
な地域づく
り

コミュニティー 99 市民-36
腰越支所管理運
営事務

6.0 44,445千円 96,740千円 Ａ Ａ

深沢支所
人間性豊か
な地域づく
り

コミュニティー 100 市民-37
深沢支所管理運
営事務

8.0 49,548千円 118,820千円 Ａ Ａ

大船支所
人間性豊か
な地域づく
り

コミュニティー 101 市民-38
大船支所管理運
営事務

10.0 45,362千円 131,938千円 Ａ Ａ

玉縄支所
人間性豊か
な地域づく
り

コミュニティー 102 市民-39
玉縄支所管理運
営事務

6.0 60,137千円 112,221千円 Ａ Ａ

4.3 67,132千円 103,750千円
安全・安心
まちづくり
推進担当

安全で快適
な生活が送
れるまち

地域ぐるみで防犯対
策を進めます

103 安安-01
安全・安心まち
づくり事業

4.3 67,132千円 103,750千円 Ａ Ａ

保健福祉部 320.3 8,355,748千円 10,392,491千円

福祉政策課 104 保福-01
社会福祉運営事
業

3.8 21,678千円 56,083千円 Ｂ Ｂ

　 105 保福-02 啓発事業 1.5 4,879千円 18,460千円 Ｂ Ｂ

　 106 保福-03
福祉センター管
理運営事業

0.3 52,282千円 54,998千円 Ｂ Ｂ

　 107 保福-04
民生委員児童委
員活動推進事業

0.8 36,374千円 43,617千円 Ｂ Ｂ

　 108 保福-05
戦傷病者戦没者
遺族等援護事業

0.7 737千円 7,075千円 Ｂ Ｂ

　 109 保福-06
行旅病人死亡人
援護事業

0.3 1,844千円 4,560千円 Ｂ Ｂ

　 110 保福-07
原爆被爆者援護
事業

0.3 4,403千円 7,119千円 Ｂ Ｂ

　 111 保福-08
社会を明るくす
る運動事業

0.6 314千円 5,746千円 Ｂ Ｂ

　 112 保福-09 救助事業 0.5 3,300千円 7,827千円 Ｂ Ｂ

113 保福-10
社会福祉協議会
支援事業

0.9 52,220千円 60,369千円 Ｂ Ｂ

市民健康課 114 保福-11
保健衛生運営事
業

1.2 16,152千円 27,080千円 Ｂ Ｂ

　 115 保福-12
基本健康診査事
業

0.9 329,746千円 337,942千円 Ｃ Ｃ

　 116 保福-13 がん検診事業 0.4 436,692千円 440,335千円 Ｃ Ｃ

　 117 保福-14
検診データ管理
事業

0.6 9,998千円 15,462千円 Ｂ Ｂ

　 118 保福-15 結核検診事業 0.1 9,494千円 10,405千円 Ｂ Ｂ

119 保福-16
救急医療対策事
業

1.3 171,153千円 182,992千円 Ｃ Ｃ

　 120 保福-21 予防接種事業 3.3 152,253千円 182,306千円 Ｂ Ｂ

　 121 保福-22 感染症対策事業 0.2 213千円 2,034千円 Ｂ Ｂ

　 122 保福-23 畜犬登録事務 1.1 1,838千円 11,856千円 Ｂ Ｂ

　 123 保福-24
動物愛護推進事
業

0.5 1,445千円 4,553千円 Ｂ Ｂ

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

活力ある暮
らしやすい
まち

産業の振興により活
力あるまちをめざし
ます
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

市民健康課 124 保福-25 成人保健事業 5.0 4,667千円 50,202千円 Ａ Ａ

　 125 保福-26 母子保健事業 7.1 51,982千円 116,641千円 Ａ Ａ

保険年金課 126 保福-27
国保高額療養資
金貸付事業

0.0 0千円 0千円 Ｂ Ｂ

　 127 保福-28
国保険組合支援
事業

0.1 121千円 1,037千円 Ｅ Ｅ

　 128 保福-29
心身障害者医療
助成事業

0.9 476,878千円 485,121千円 Ｂ Ｃ

　 129 保福-30
老人医療助成事
業

0.0 0千円 0千円 Ｅ Ｅ

　 130 保福-31
小児医療助成事
業

1.0 297,231千円 306,390千円 Ａ Ａ

　 131 保福-32
ひとり親家庭等
医療助成事業

0.4 51,492千円 55,155千円 Ｂ Ｂ

　 132 保福-33 国民年金事務 6.2 932千円 57,715千円 Ｂ Ｂ

介護保険課
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

133 保福-34
高齢者生活支援
事業

0.5 11,635千円 16,293千円 Ｂ Ｂ

社会福祉課 134 保福-35
心身障害者福祉
運営事業

1.0 154,297千円 163,570千円 Ａ Ａ

　 135 保福-36
心身障害者在宅
福祉事業

1.1 277,530千円 287,730千円 Ａ Ａ

　 136 保福-37
心身障害者社会
参加促進事業

0.8 30,519千円 37,938千円 Ａ Ａ

　 137 保福-38
心身障害者就労
支援事業

0.3 113,596千円 116,378千円 Ａ Ａ

　 138 保福-39
心身障害者施設
福祉事業

1.7 817,181千円 832,945千円 Ａ Ａ

139 保福-40
心身障害者施設
整備助成事業

0.2 0千円 1,855千円 Ａ Ａ

140 保福-41
はまなみ運営事
業

0.2 43,603千円 45,458千円 Ａ Ａ

　 141 保福-42 生活保護事務 2.0 4,108千円 22,654千円 Ｂ Ｂ

　 142 保福-43 扶助事業 8.2 1,575,399千円 1,651,439千円 Ｂ Ｂ

　 143 保福-44 療育相談事業 3.2 22,014千円 51,688千円 Ａ Ａ

　 144 保福-45
障害児保育助成
事業

3.2 4,788千円 34,462千円 Ｂ Ｂ

145 保福-46
精神障害者福祉
運営事務

0.4 90,971千円 94,680千円 Ａ Ａ

146 保福-47
精神障害者支援
センター運営事
業

0.3 31,825千円 34,607千円 Ａ Ａ

147 保福-48
精神障害者在宅
福祉事業

0.3 1,218千円 4,000千円 Ａ Ａ

障害児者政
策推進担当

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

148
保福-
35-1

心身障害者福祉
運営事業

2.0 1,762千円 20,308千円 Ａ Ａ

あおぞら園
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

149 保福-49
あおぞら園管理
運営事業

24.9 46,563千円 262,240千円 Ｂ Ｂ

高齢者福祉
課

150 保福-50
高齢者福祉運営
事業

0.8 39千円 7,602千円 Ｄ Ｄ

　 151 保福-51
高齢者施設福祉
事業

1.2 22,115千円 33,159千円 Ｂ Ｂ

152 保福-52
高齢者施設整備
事業

0.8 117,622千円 124,985千円 Ａ Ａ

　 153 保福-53
在宅福祉サービ
スセンター管理
運営事業

1.2 45,355千円 56,400千円 Ｂ Ｂ

　 154 保福-54
高齢者在宅福祉
事業

8.2 102,772千円 178,241千円 Ｂ Ｂ

155 保福-55
高齢者生活支援
事業

0.8 13,512千円 20,875千円 Ｅ Ｅ

156 保福-56
高齢者活動運営
事業

0.7 12,188千円 18,630千円 Ｂ Ｂ

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

高齢者福祉
課

157 保福-57
社会参加・生き
がい対策事業

1.9 81,504千円 98,991千円 Ｂ Ｂ

　 158 保福-58
シルバー人材ｾﾝ
ﾀｰ支援事業

0.6 54,634千円 60,156千円 Ｂ Ｂ

　 159 保福-59
教養センター管
理運営事業

3.0 38,010千円 65,621千円 Ｂ Ｂ

　 160 保福-60
老人ｾﾝﾀｰ等管理
運営事業

0.8 129,202千円 136,565千円 Ｂ Ｂ

こども福祉
課

161 保福-61
児童手当等支給
事業

1.3 463,222千円 474,305千円 Ｂ Ｂ

162 保福-62
児童福祉運営事
業

1.0 17,047千円 25,968千円 Ｃ Ｃ

　 163 保福-63 入院助産等事業 0.7 0千円 6,245千円 Ｂ Ｂ

　 164 保福-64
母子福祉運営事
業

0.7 5,802千円 12,047千円 Ａ Ａ

　 165 保福-65
母子生活支援事
業

0.7 277,181千円 283,425千円 Ｂ Ｂ

　 166 保福-66
公立保育所管理
運営事業

124.9 296,772千円 1,411,012千円 Ｃ Ｃ

167 保福-67
公立保育所整備
事業

0.2 367,873千円 369,657千円 Ａ Ａ

　 168 保福-68
私立保育所等入
所事業

3.0 561,933千円 588,696千円 Ａ Ａ

　 169 保福-69
私立保育所助成
事業

1.0 256,372千円 265,293千円 Ａ Ａ

　 170 保福-70
認可外保育施設
助成事業

1.0 64,045千円 72,966千円 Ｃ Ｃ

　 171 保福-71
施設整備助成事
業

0.2 11,221千円 13,005千円 Ａ Ａ

172 保福-72 家庭保育事業 0.1 0千円 892千円 Ｃ Ｃ

14.2 13,995,568千円 14,125,620千円

保険年金課
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

173 保福-73
国民健康保険事
業

14.2 13,995,568千円 14,125,620千円 Ａ Ａ

3.9 16,382,808千円 16,418,527千円

保険年金課
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

174 保福-74
老人保健医療事
業

3.9 16,382,808千円 16,418,527千円 Ｂ Ｂ

19.5 9,234,732千円 9,416,393千円

介護保険課
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

175 保福-75 介護保険事業 19.5 9,234,732千円 9,416,393千円 Ｂ Ｂ

資源再生部 224.1 1,874,964千円 3,936,838千円

資源対策課 176 資再-01
清掃一般運営事
業

3.4 3,690千円 36,369千円 Ｂ Ｂ

　 177 資再-02 じん芥運営事業 1.8 1,136千円 18,437千円 Ｃ Ｃ

　 178 資再-03
分別収集運営事
業

3.4 523,985千円 556,664千円 Ｃ Ｃ

　 179 資再-04 処理運営事業 2.0 12,027千円 31,250千円 Ｃ Ｃ

　 180 資再-05 し尿収集事業 0.7 24,675千円 31,403千円 Ｄ Ｄ

　 181 資再-06
減量化資源化運
営事業

4.0 33,737千円 72,183千円 Ａ Ａ

182 資再-07
植木剪定材堆肥
化事業

1.6 154,559千円 169,937千円 Ｂ Ｂ

施設建設担
当

183 資再-08 施設整備事業 1.5 18,525千円 32,942千円 Ｂ Ｂ

　 184 資再-10 最終処分事業 1.5 214,234千円 228,651千円 Ｂ Ｂ

介護保険事業特別会計

都市環境を
保全・創造
するまち

省資源・循環型社会
をめざします

都市環境を
保全・創造
するまち

省資源・循環型社会
をめざします

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

国民健康保険事業特別会計

老人保健医療事業特別会計

健康で生きがいにみ
ちた福祉のまちをめ
ざします

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

ごみ処理広
域化担当

都市環境を
保全・創造
するまち

省資源・循環型社会
をめざします

185 資再-11
ごみ処理広域化
計画事業

3.0 940千円 26,911千円 Ａ Ａ

美化衛生課 186 資再-12
環境対策運営事
業

0.1 421千円 1,294千円 Ｄ Ｄ

　 187 資再-13 環境保全事業 17.4 53,048千円 204,871千円 Ｃ Ｃ

　 188 資再-14
公衆トイレ清掃
事業

1.5 35,657千円 48,745千円 Ｃ Ｃ

189 資再-15 美化運動事業 3.0 4,528千円 30,704千円 Ａ Ａ

　 190 資再-16
衛生・害虫駆除
事業

4.0 4,848千円 39,750千円 Ｃ Ｃ

191 資再-17
名越クリーンセ
ンター管理運営
事業

3.1 117,767千円 146,689千円 Ｂ Ｂ

192 資再-18
名越クリーンセ
ンター収集事業

74.7 51,480千円 748,401千円 Ｃ Ｃ

　 193 資再-19
名越クリーンセ
ンター処理事業

21.2 198,955千円 396,742千円 Ｂ Ｂ

194 資再-20
今泉クリーンセ
ンター管理運営
事業

1.0 33,442千円 42,637千円 Ｂ Ｂ

195 資再-21
今泉クリーンセ
ンター収集事業

48.9 31,101千円 480,731千円 Ｃ Ｃ

　 196 資再-22
今泉クリーンセ
ンター処理事業

9.2 124,541千円 209,134千円 Ｂ Ｂ

　 197 資再-23 最終処分事業 1.9 35,570千円 53,040千円 Ｂ Ｂ

198 資再-24
深沢クリーンセ
ンター管理運営
事業

1.0 17,787千円 26,493千円 Ｄ Ｄ

199 資再-25 し尿収集事業 6.1 1,373千円 54,478千円 Ｄ Ｄ

　 200 資再-26 し尿処理事業 4.0 15,944千円 50,767千円 Ｄ Ｄ

笛田リサイ
クルセン
ター

都市環境を
保全・創造
するまち

省資源・循環型社会
をめざします

201 資再-27
笛田リサイクル
センター管理運
営事業

4.1 160,994千円 197,615千円 Ｂ Ｂ

2.8 30千円 24,251千円

広町・台峯
緑地担当

都市環境を
保全・創造
するまち

みどりの保全・創
造・活用を図ります

202 広台-01
広町・台峯保全
事業

2.8 30千円 24,251千円 Ａ Ａ

都市計画部 49.8 28,640千円 475,666千円

都市計画課 203 都計-01
都市計画総務事
業

2.2 0千円 19,755千円 Ｂ Ｂ

204 都計-02
都市計画運営事
業

7.2 5,722千円 70,374千円 Ａ Ａ

都市景観課 205 都計-03 風致地区事務 5.4 1,123千円 51,587千円 Ｂ Ｂ

　 206 都計-04
都市景観形成事
業

5.6 13,930千円 66,263千円 Ａ Ａ

都市調整課
安全で快適
な生活が送
れるまち

市街地の整備を進め
ます

207 都計-05
都市調整運営事
務

8.0 212千円 71,712千円 Ｂ Ｂ

開発指導課
安全で快適
な生活が送
れるまち

快適な住環境をつく
りだします

208 都計-06 開発指導事務 7.0 425千円 62,149千円 Ｂ Ｂ

209 都計-07 建築指導事務 13.8 4,974千円 126,297千円 Ｂ Ｂ

210 都計-08 建築相談事業 0.6 2,254千円 7,529千円 Ｂ Ｂ

都市整備部 255.6 11,691,401千円 13,792,059千円

都市整備総
務課

市街地の整備を進め
ます

都整-01
土木管理運営事
務

　
下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

都整-02
河川管理運営事
務

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

212 都整-03 がけ地対策事業 2.4 199,890千円 221,076千円 Ａ Ａ

211

都市環境を
保全・創造
するまち

省資源・循環型社会
をめざします

都市環境を
保全・創造
するまち

鎌倉らしい都市景観
をつくりだします

鎌倉らしい都市景観
をつくりだします

Ｃ3.5 Ｃ722千円 30,897千円

都市環境を
保全・創造
するまち

災害に強い安心して
暮らせるまちをめざ
します

都市環境を
保全・創造
するまち

建築指導課

安全で快適
な生活が送
れるまち

安全で快適
な生活が送
れるまち

名越クリー
ンセンター

今泉クリー
ンセンター

深沢クリー
ンセンター

省資源・循環型社会
をめざします

省資源・循環型社会
をめざします

省資源・循環型社会
をめざします

都市環境を
保全・創造
するまち

都市環境を
保全・創造
するまち

広町・台峯緑地担当
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

213 都整-04
国県道対策運営
事務

2.9 130千円 25,225千円 Ｂ Ｂ

214 都整-05
都市計画道路整
備事業

0.1 181,918千円 182,783千円 Ａ Ａ

道水路管理
課

215 都整-06
道（水）路調査
事業

6.2 635,991千円 692,034千円 Ｃ Ｃ

216 都整-07
道路台帳整備事
業

4.0 42,300千円 78,457千円 Ａ Ａ

　 217 都整-08
道路施設管理事
業

5.1 91,379千円 137,479千円 Ｃ Ｃ

　 218 都整-09 街路照明灯事業 1.0 28,514千円 37,553千円 Ｂ Ｂ

　
下水道の整備ととも
に、親しまれる川づ
くりを進めます

219 都整-10
河川管理運営事
務

0.5 11,311千円 4,760千円 Ｂ Ｂ

道路整備課
安全で快適
な生活が送
れるまち

快適な住環境をつく
りだします

220 都整-11
受託設計・工事
監理事業

1.7 0千円 15,101千円 Ａ Ａ

安全な道路の整備を
進めます

221 都整-12
道路整備計画等
運営事業

2.1 62,194千円 80,848千円 Ａ Ｂ

222 都整-13
道路橋りょう管
理運営事業

14.8 32,360千円 163,823千円 Ａ Ａ

　 223 都整-14
道路維持補修事
業

4.5 347,688千円 387,660千円 Ａ Ａ

　 224 都整-15
交通安全施設整
備事業

5.4 71,259千円 119,225千円 Ａ Ｂ

225 都整-16
橋りょう維持補
修事業

1.8 100,661千円 116,650千円 Ａ Ａ

　 226 都整-17
道路新設改良事
業

2.1 63,405千円 82,059千円 Ａ Ｂ

227 都整-18
放置自転車防止
事業

2.8 292,547千円 317,418千円 Ｂ Ｂ

228 都整-19
交通安全対策事
業

2.2 24,641千円 44,183千円 Ｃ Ｃ

229 都整-20
交通体系整備事
業

4.5 12,439千円 52,649千円 Ｂ Ｂ

230 都整-21
交通環境整備事
業

0.5 3,124千円 7,592千円 Ｂ Ｃ

みどり課
231 都整-22 緑政運営事業 2.2 8,089千円 28,594千円 Ａ Ａ

232 都整-23 緑化啓発事業 2.2 4,147千円 24,652千円 Ａ Ｃ

　 233 都整-24
鳥獣保護管理対
策事業

3.0 2,840千円 30,801千円 Ａ Ａ

　 234 都整-25 緑地保全事業 1.7 100,036千円 115,881千円 Ａ Ｃ

　 235 都整-26
風致保存会助成
事業

0.2 16,996千円 18,860千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 236 都整-27 緑地取得事業 0.5 11,436千円 16,096千円 Ｂ Ｂ

公園緑地課 237 都整-28 公園運営事業 0.1 516千円 1,413千円 Ｂ Ｂ

　 238 都整-29 公園整備事業 4.6 2,397,020千円 2,438,286千円 Ａ Ａ

　 239 都整-30
公園維持管理事
業

3.0 413,626千円 440,538千円 Ｃ Ｃ

　 240 都整-31
街路樹維持管理
事業

1.5 20,271千円 33,727千円 Ｃ Ｃ

　 241 都整-32
樹林維持管理事
業

1.5 26,447千円 39,903千円 Ｃ Ｃ

　 242 都整-33
緑地維持管理事
業

3.5 52,664千円 84,062千円 Ｃ Ｃ

建築住宅課 243 都整-34 設計事務 12.5 13,759千円 124,596千円 Ｂ Ｂ

　 244 都整-35
市営住宅管理運
営事業

3.0 123,219千円 149,820千円 Ｂ Ｂ

245 都整-36
市営住宅建設事
業

1.0 114,062千円 122,929千円 Ｂ Ｂ

安全で快適
な生活が送
れるまち

安全な道路の整備を
進めます

国県道対策
担当

安全で快適
な生活が送
れるまち

総合的な交通体系を
つくりだします

安全で快適
な生活が送
れるまち

道路整備課
災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

交通政策課
安全で快適
な生活が送
れるまち

総合的な交通体系を
つくりだします

都市環境を
保全・創造
するまち

みどりの保全・創
造・活用を図ります

みどりの保全・創
造・活用を図ります

都市環境を
保全・創造
するまち

快適な住環境をつく
りだします

安全で快適
な生活が送
れるまち
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
評価

二次
評価

総合計画将来目標・方向

下水道河川
整備課

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

246 都整-37 河川改良事業 3.0 2,363千円 28,518千円 Ａ Ａ

下水道河川
維持課

247 都整-38
雨水施設維持管
理事業

1.1 159,149千円 24,873千円 Ｂ Ｂ

　 248 都整-39
河川維持補修事
業

2.1 30,920千円 49,484千円 Ａ Ａ

70.4 2,995,684千円 3,610,777千円

都市整備総
務課

都整-40
下水道特会運営
事業（都市整備
総務課）

都整-41 施設整備事業

道水路管理
課

250 都整-42
下水道特会運営
事業（道水路管
理課）

0.5 360千円 4,880千円 Ｂ Ｂ

251 都整-43
下水道占用料賦
課徴収事務

0.5 89千円 4,609千円 Ｂ Ｂ

252 都整-44 維持管理事業 0.5 27,838千円 32,358千円 Ｂ Ｂ

253 都整-45 管渠維持管理費 0.5 222千円 4,742千円 Ｂ Ｂ

下水道普及
課

254 都整-46
下水道使用料等
賦課徴収事業

3.0 109,613千円 135,669千円 Ａ Ａ

　 255 都整-47
水洗化改造支援
事業

1.0 152,087千円 160,772千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 256 都整-48
水洗化普及促進
事業

7.3 1,259千円 64,661千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 257 都整-49
管渠維持管理事
業

0.1 0千円 869千円 Ｂ Ｃ

　 　 　 258 都整-50 施設整備事業 1.6 71,910千円 85,806千円 Ｃ Ｃ

下水道河川
整備課

259
都整-
51-1

施設整備事業
（汚水排水施設
の経費）

11.7 522,721千円 624,725千円 Ｂ Ｂ

260
都整-
51-2

施設整備事業(雨
水排水施設の整
備）

3.3 133,822千円 162,592千円 Ａ Ａ

下水道河川
維持課

261 都整-52
管渠維持管理事
業

5.8 83,600千円 134,872千円 Ａ Ａ

　 262 都整-53 施設整備事業 7.2 102,077千円 165,724千円 Ａ Ａ

　 　 　 263 都整-54 維持管理事業 4.8 68,366千円 110,798千円 Ａ Ａ

七里ガ浜水
質浄化セン
ター

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

264 都整-55
七里ｶﾞ浜水質浄
化ｾﾝﾀｰの管理運
営事業

10.0 1,044,476千円 1,131,474千円 Ｃ Ｃ

山崎水質浄
化センター

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

265 都整-56
山崎水質浄化ｾﾝ
ﾀｰの管理運営事
業

11.6 618,674千円 718,828千円 Ｂ Ｃ

27.8 91,091千円 336,722千円

大船駅周辺
整備課

266 大船-01
大船駅西口整備
事業

2.5 2,903千円 25,283千円 Ｃ Ｃ

267 大船-02
大船駅周辺整備
事業

3.5 41,036千円 72,367千円 Ｃ Ｃ

10.9 23,576千円 119,536千円

再開発課
安全で快適
な生活が送
れるまち

市街地の整備を進め
ます

268 大船-03
大船駅東口再開
発事業

10.9 23,576千円 119,536千円 Ａ Ａ

会計課 8.0 15399 86208

会計課 行財政運営 行財政運営 269 会計-01 会計事務 8.0 15,399千円 86,208千円 Ｂ －

249 1.0 58,570千円 67,398千円 Ｃ Ｃ

安全で快適
な生活が送
れるまち

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

大船駅東口市街地再開発事業特別会計

大船駅周辺整備事務所

下水道事業特別会計

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます

安全で快適
な生活が送
れるまち

市街地の整備を進め
ます

安全で快適
な生活が送
れるまち

下水道の整備ととも
に、親しまれる河川
づくりを進めます
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平成18年度事務事業評価結果一覧表（平成17年度実施事務事業）

部課名
通し
番号

整理番
号

事務事業名
1７年
度

職員数
17年度決算値 17年度総事業費

一次
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二次
評価

総合計画将来目標・方向

教育総務部 113.5 1,423,707千円 2,428,365千円

教育総務課 270 教総-01
教育委員会運営
事業

1.5 6,126千円 19,332千円 Ｂ Ｂ

　 271 教総-02
教育委員会事務
局運営事業

77.9 119,786千円 790,423千円 Ｃ Ｃ

　 272 教総-03 小学校運営事業 1.5 106,883千円 120,089千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 273 教総-04
特殊教育助成事
業（小学校）

0.2 2,413千円 4,174千円 Ｂ Ｂ

274 教総-05
特殊教育助成事
業（中学校）

0.2 1,430千円 3,191千円 Ｂ Ｂ

275 教総-06 給食事務 0.2 12,978千円 26,184千円 Ｂ Ｂ

276 教総-07
小学校施設管理
運営事業

0.2 123,968千円 125,729千円 Ｂ Ｂ

　 277 教総-08 中学校運営事業 1.5 65,850千円 79,056千円 Ｂ Ｂ

278 教総-09
中学校施設管理
運営事業

0.2 38,501千円 40,262千円 Ｂ Ｂ

施設給食課 279 教総-10
学校施設管理事
業

0.7 113,836千円 119,951千円 Ａ Ａ

　 280 教総-11
小学校施設管理
運営事業

3.2 153,260千円 181,211千円 Ａ Ａ

　 281 教総-12
小学校防災対策
事業

0.2 70,707千円 72,454千円 Ａ Ａ

　 282 教総-13
小学校施設整備
事業

0.1 163,438千円 164,311千円 Ｂ Ｂ

283 教総-14
中学校施設管理
運営事業

1.4 91,086千円 103,315千円 Ａ Ａ

284 教総-15
中学校施設整備
事業

0.1 30千円 903千円 Ａ Ａ

285 教総-16 学校給食事業 2.8 7,091千円 31,548千円 Ｃ Ｃ

教職員課
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな心をもった人
間を育てます

286 教総-17 教職員運営事務 3.0 11,564千円 38,105千円 Ａ Ａ

学校教育課 287 教総-18 教育指導事業 1.4 9,385千円 22,551千円 Ａ Ａ

　 288 教総-19 教育支援事業 3.0 79,139千円 107,352千円 Ａ Ａ

　 289 教総-20 情報教育事業 1.4 72,790千円 85,959千円 Ａ Ａ

290 教総-21 小学校運営事業 0.6 3,763千円 9,406千円 Ａ Ａ

291 教総-22 中学校運営事業 0.4 2,255千円 6,017千円 Ａ Ａ

292 教総-23 学校保健等事務 1.2 55,765千円 67,050千円 Ｂ Ｂ

293 教総-24 学校保険事務 0.5 10,364千円 15,066千円 Ｂ Ｂ

294 教総-25 就学事務 2.0 17,715千円 36,523千円 Ｃ Ｃ

　 295 教総-26
教育振興助成事
業

1.3 56,841千円 69,067千円 Ｂ Ｂ

教育セン
ター

296 教総-27 相談室事業 3.0 16,156千円 43,299千円 Ａ Ａ

297 教総-28
調査研究研修事
業

3.0 1,858千円 29,687千円 Ａ Ａ

298 教総-29 教育情報事業 0.8 8,729千円 16,150千円 Ａ Ａ

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな心をもった人
間を育てます

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな心をもった人
間を育てます

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな心をもった人
間を育てます

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな心をもった人
間を育てます
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部課名
通し
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整理番
号

事務事業名
1７年
度
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17年度決算値 17年度総事業費

一次
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二次
評価

総合計画将来目標・方向

生涯学習部 79.4 1,361,948千円 2,063,216千円

生涯学習課
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな生涯学習社会
の創造をめざします

299 生涯-01
生涯学習運営事
業

3.3 5,485千円 34,304千円 Ｃ Ｃ

　 300 生涯-02
吉屋信子記念館
管理運営事業

0.3 3,761千円 6,381千円 Ｃ Ｃ

　 301 生涯-03
明月荘管理運営
事業

0.2 2,721千円 4,468千円 Ｂ Ｂ

　 302 生涯-04
鏑木清方記念美
術館管理運営事
業

0.5 51,471千円 55,837千円 Ｃ Ｃ

303 生涯-05
その他社会教育
施設維持管理事
業

1.5 1,456千円 14,555千円 Ｂ Ｂ

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな生涯学習社会
の創造をめざします

304 生涯-06
生涯学習セン
ター運営事業

9.0 207,419千円 286,016千円 Ｂ Ｂ

青少年課 305 生涯-07 育成事業 2.0 6,689千円 24,832千円 Ｂ Ｂ

　 306 生涯-08
育成施設管理運
営事業

2.8 208,428千円 233,829千円 Ａ Ａ

　 307 生涯-09
青少年会館管理
運営事業

1.0 44,639千円 53,711千円 Ｂ Ｂ

スポーツ課 308 生涯-10
保健体育運営事
業

2.1 10,130千円 29,266千円 Ａ Ａ

　 309 生涯-11
各種スポーツ行
事事業

1.4 9,916千円 22,673千円 Ａ Ａ

　 310 生涯-12
学校体育施設開
放事業

0.8 16,089千円 23,379千円 Ａ Ａ

　 311 生涯-13
体育施設整備事
業

0.1 84,236千円 85,147千円 Ｂ Ｂ

　 312 生涯-14
体育施設管理運
営事業

15.6 225,615千円 367,765千円 Ａ Ａ

中央図書館
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな生涯学習社会
の創造をめざします

313 生涯-15
図書館管理運営
事業

26.0 141,577千円 365,732千円 Ａ Ａ

文化財課 314 生涯-16
文化財調査・整
備事業

3.8 127,709千円 161,613千円 Ｃ Ｃ

　 315 生涯-17 史跡買収事業 1.0 18,019千円 26,941千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 316 生涯-18
文化財保存・修
理事業

1.0 37,962千円 46,885千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 317 生涯-19
文化財公開宣伝
事業

1.0 2,088千円 11,010千円 Ａ Ａ

鎌倉国宝館

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

歴史環境を保全しま
す

318 生涯-20
国宝館管理運営
事業

5.0 67,769千円 111,512千円 Ｂ Ｂ

鎌倉文学館
健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな生涯学習社会
の創造をめざします

319 生涯-21
文学館管理運営
事業

1.0 88,769千円 97,360千円 Ｃ Ｃ

消防本部 205.0 346,689千円 2,281,126千円

総務課 320 消防-01 消防運営事業 3.0 56,968千円 84,460千円 Ｃ Ｃ

　 321 消防-02
消防施設管理事
業

1.0 39,604千円 48,768千円 Ｃ Ｃ

　 322 消防-03 行事開催事業 0.5 155千円 4,737千円 Ｃ Ｃ

　 323 消防-04 消防団運営事業 1.0 40,172千円 49,336千円 Ｃ Ｃ

　 　 　 324 消防-05 消防団活動事業 1.0 44,955千円 54,119千円 Ｃ Ｃ

325 消防-06
消防施設整備事
業

1.5 14,018千円 27,764千円 Ｃ Ｃ

警防課 326 消防-07 警防活動事業 1.0 23,839千円 33,078千円 Ｂ Ｂ

　 327 消防-08 消火栓管理事業 1.0 21,676千円 30,915千円 Ｂ Ｂ

　 　 　 328 消防-09 車両購入事業 2.0 55,965千円 74,443千円 Ｂ Ｂ

救急救命担
当

安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

329 消防-10 救急活動事業 1.0 9,819千円 19,059千円 Ａ Ａ

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

豊かな生涯学習社会
の創造をめざします

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

新たな文化を創造・
発信します

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

青少年が健やかに成
長できる環境づくり
を進めます

健やかで心
豊かに暮ら
せるまち

気軽にスポーツを楽
しめるまちにします

歴史を継承
し、文化を
創造するま
ち

歴史環境を保全しま
す

安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします
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整理番
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事務事業名
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指令課
安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

330 消防-11 指令活動事業 14.0 38,834千円 171,373千円 Ｂ Ｂ

予防課
安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

331 消防-12 予防活動事業 11.0 684千円 100,390千円 Ａ Ｂ

警備一、ニ
課

安全で快適
な生活が送
れるまち

災害に強い、安心し
て暮らせるまちをめ
ざします

332 消防-13
鎌倉・大船消防
署警防活動事業

167.0 0千円 1,582,684千円 Ｃ Ｃ

12.0 288,910千円 398,540千円

議会事務局
市民自治の
確立

市民自治の確立 333 議会-01 議会運営事務 12.0 288,910千円 398,540千円 Ｃ Ｃ

4.0 173,781千円 208,195千円

334 選管-01 選挙事務 3.5 173,459千円 203,578千円 Ｂ Ｂ

335 選管-02 選挙啓発事務 0.5 322千円 4,617千円 Ｂ Ｂ

　 6.0 3,678千円 55,878千円

監査委員事
務局

市民自治の
確立

市民自治の確立 336 監査-01 監査事務 6.0 3,678千円 55,878千円 Ｂ Ｂ

選挙管理委
員会事務局

市民自治の
確立

市民自治の確立
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